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を
企
画
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
　
「
と
～
く
会
」
　
の
有
り

方を、こ
れ
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
、

こ
れ
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、

確
認
し
合
い
、

こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
出

を
、
近
況
報
告
を
、
そ
し
て
踊
り
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
い
に
盛
り
上
が
る

も
の
と
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

古
希
の
同
窓
会
を
待
ち
切
れ
ず
今
年

関
西
の
同
士
が
音
頭
を
と
り
、
ゴ
ル
フ

会
、
奈
良
観
光
な
ど
企
画
し
関
西
同
窓

会
を
開
催
予
定
で
あ
る
。
二
度
目
で
あ

る
為
多
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
だ
ろ

う。

「
と
～
く
会
」
　
の
同
期
達
よ
！
古
希

か
ら
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
新
た
に
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
で

は
な
い
か
。

第
二
十
回
生
　
　
　
　
　
弓
削
　
泰
司

私
達
二
十
回
生
は
平
成
二
七
年
九
月

五
目
に
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル
に
て
同
窓
会
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
、
被
爆
七
十
年
に
あ
た
り
国
立

長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
記
念
館
と

隣
接
の
原
爆
資
料
館
に
午
後
二
時
集
合

で
有
志
三
十
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
期
で
記
念
館
館
長
の
智
多

正
信
君
と
資
料
館
事
務
局
長
の
多
以
良

光
善
君
の
お
二
人
に
二
時
間
位
お
話
し

と
展
示
資
料
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
お
話
を
聴
き
、
展

示
品
を
見
て
原
子
爆
弾
は
凄
く
恐
ろ
し

い
、
そ
し
て
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
と
互
い
に
話
し
合
い
ま
し

た。

こ
の
先
も
平
和
な
日
本
を
心
よ
り
願

う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
同
窓
会
は
十
八
時
よ
り
開
催

し
、
遠
く
は
札
幌
か
ら
関
東
、
関
西
、

島
根
、
福
岡
な
ど
よ
り
七
十
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恩
師
、
山
西
寛
先
生
に
も
ご
出
席
い

た
だ
き
、
お
祝
い
の
言
葉
を
賜
り
ま
し

た。
札
幌
よ
り
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
岡

崎
恭
介
君
の
乾
杯
で
始
ま
り
三
年
ぶ
り

の
懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会
に
高
校
時

代
の
思
い
出
、
近
況
を
語
り
合
い
、
一

喜
一
憂
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

宴
半
ば
長
崎
県
二
胡
協
会
の
智
多
正

信
君
よ
り
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
は
ア
ル
バ
ム

と
写
真
を
持
ち
寄
り
上
映
す
る
と
笑
い

や
拍
手
喝
采
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
、

最
後
は
全
員
で
西
高
校
歌
を
熱
唱
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

私
達
は
昭
和
四
三
年
春
に
自
律
の
園

を
巣
立
ち
、
来
年
は
卒
業
五
十
年
、
重

ね
て
古
希
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
役
員
の
皆
様
と
次
回
の
計
画
を
立
て

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
二
一
回
生
　
　
　
　
　
北
御
門
哲
文

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
二
回
生
　
　
　
　
　
樋
口
　
省
二

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
三
回
生
　
　
　
　
　
西
原
　
治
樹

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
四
回
生
　
　
　
　
　
山
之
内
宏
一

平
成
二
八
年
の
二
四
回
生
同
窓
会
の

活
動
を
報
告
し
ま
す
。
三
月
五
、
六
日

と
第
四
回
長
崎
西
高
二
四
回
生
修
学
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
女

十
七
名
で
山
口
市
の
湯
田
温
泉
に
行
き

ま
し
た
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
、
美

味
し
い
お
酒
を
飲
み
、
バ
ス
の
中
で
ワ
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イ
ワ
イ
騒
い
で
、
み
ん
な
学
生
時
代
に

戻
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
五
回
修
学
旅
行
を
す
る
時
は
参
加
者

募
集
を
二
四
回
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
ま
す
の
で
、
二
四
回
生
の
み
な
さ

ん
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

九
月
十
七
日
に
は
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル

長
崎
で
二
四
回
生
定
例
同
窓
会
を
開
き

ま
し
た
。
二
四
回
生
同
窓
会
で
は
同
窓

会
総
会
が
無
い
年
に
定
例
会
を
開
く
こ

と
に
決
め
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
七
三

名
で
、
恩
師
の
中
山
亮
先
生
、
久
間
圭

祐
先
生
、
山
西
賓
先
生
、
深
掘
義
文
先

生
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見

た
目
は
お
じ
ん
、
お
ば
ん
。
心
は
高
校

生
み
た
い
な
人
た
ち
が
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

恩
師
の
先
生
、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
、

楽
し
く
お
話
が
で
き
、
同
窓
生
一
同
感

謝
で
す
。
最
後
に
西
高
の
校
歌
を
歌
っ

て
一
次
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
定
例
会
は
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
情

報
は
二
四
回
生
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
。
ま
た
、

修
学
旅
行
や
定
例
会
の
楽
し
い
写
真
も

載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さい。
第
二
五
回
生
　
　
　
　
　
野
口
己
善
夫

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
七
十
周
年
に
向
け
て
、

長
崎
同
窓
会
総
会
を
機
に
、
来
年
度
は
、

還
暦
同
窓
会
以
来
の
開
催
を
め
ざ
し
活

動
す
る
予
定
で
す
。
次
回
の
　
「
ふ
れ
ん

ど
り
い
」
　
に
は
記
事
が
書
け
る
と
思
い

ます。
第
二
六
回
生
　
　
　
　
　
宮
本
　
清
則

私
た
ち
二
六
回
生
は
、
平
成
二
八
年

二
月
六
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
三
階

鳳
風
闇
に
て
、
同
窓
生
二
二
一
名
、
恩

師
五
名
の
参
加
の
も
と
、
還
暦
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う

仲
間
同
士
が
お
互
い
の
風
貌
を
笑
い
あ

っ
た
り
、
一
層
を
た
た
い
た
り
握
手
し
た

り
、
名
刺
や
メ
ル
ア
ド
を
交
換
し
た
り

…
な
ど
な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
あ
ち
こ

ち
で
楽
し
い
交
歓
風
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
西
高
放
送
部
が
制
作
し
た
　
「
西
高

の
今
」
　
D
V
D
の
放
映
で
、
母
校
の
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
、
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ

を
再
確
認
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

急
遽
編
成
さ
れ
た
混
声
合
唱
団
が
、
三

年
生
の
夏
、
久
住
で
歌
っ
た
懐
か
し
い

歌
の
数
々
を
再
現
し
、
し
ば
し
高
校
生

の
姿
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

全
員
で
の
校
歌
斉
唱
の
後
、
幹
事
代

表
・
石
橋
純
治
君
の
音
頭
で
万
歳
三
唱

し
て
、
怒
涛
の
二
時
間
三
十
分
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

還
暦
同
窓
会
の
写
真
は
、
二
六
回

生
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．

W
e
S
t
N
P
j
p
の
中
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
還
暦
同
窓
会
を
ま

と
め
た
還
暦
記
念
誌
「
陣
を
あ
げ
よ
Ⅱ
」

も
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
入
用
の

方
は
、
上
記
H
P
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

第
二
七
回
生
　
　
　
　
　
北
島
　
守
幸

前
々
日
く
ら
い
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
再
三
に
わ
た
り
　
「
台
風
、
長
崎
直
撃
」

と
の
こ
と
、
そ
し
て
運
命
の
平
成
二
八

年
九
月
三
日
は
き
ま
し
た
。

我
々
は
勇
猛
果
敢
に
　
「
還
暦
大
同
窓

会
」
　
を
挙
行
致
し
ま
し
た
　
（
出
席
者

恩
師
五
名
・
同
窓
生
二
一
九
名
）
。

我
々
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
た
か
台
風

は
随
分
と
そ
れ
て
く
れ
て
　
（
勢
い
は
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
…
）
　
無
事
に
大
宴
会

は
楽
し
く
懐
か
し
く
さ
ら
に
は
残
り
十

～
四
十
年
の
人
生
を
励
ま
し
あ
っ
て
盛


